
萩田さん呼びかけマラニック

走らまいかさくら道０８年

　　ＴＥＸＴ版へ

　萩田さんの呼びかけ大会はどれも競争ではなく楽しく走るマラニックだ。今年も静岡県内に１１本

の企画がある。「走らまいかさくら道」は萩田さんの地元近くにも実生の荘川桜があることに感動

し、その３箇所を走ってつなぐコースを作ったもの。０５年の「それぞれのさくら道」で真夜中の白鳥

を一緒に走ったとき、その話を聞いた。荘川桜の移植に感動し、この地球上を桜の花で一杯にすれ

ば人々は争いをやめ力を合わせて暮らすだろうと沿道に桜の樹を植え続け、こころざし途中で病に

倒れ４７歳でなくなった国鉄バス車掌の佐藤良二さん。その話に感動したランナーが佐藤さんの植

えた桜を訪ね、名古屋～金沢を走るようになった。海宝さん主催の大会は終わってしまったがGWと

なると個人で、グループでその道を走るランナーは残っている。（海宝さんの大会、再開してほしい

なあ）また地元で主催し、エリートランナーが走るネイチャーランはウルトラランナー憧れの大会だ。

そして、佐藤良二さんの話に感動したのはランナーだけではない。萩田さんの地元でも佐藤さんの

親族との交流があったのだ。荘川、白鳥より一足早く花開く桜を訪ねて、春爛漫の遠州路を走っ

た。

　参加費も安いし、青春１８の時期だし、浜松駅の近くに健康ランドはあるし、財布にもやさしいマラ

ニック。朝、新浜松から遠鉄に乗ると、それらしきグループが。さっそく招き入れられ、浜北へ。

　今回、関東からの参加者がなく、呼びかけの萩田さん以外は面識なかったが、多治見からのK出

さんはフル１００回楽走会の元会員で、私が昔名古屋周辺のフルに遠征したとき一緒に走ってい

た。先方は覚えていてくれた。また、地元の女性ランナーはmixiつながりだった。浜松のブラインドラ

ンナーははまこう。さんと知り合い。共通の知人友人がたくさん話に出るし、みんなどこかでつな

がっているものだ。

　スタートの北浜中学校には、子ども達が白鳥の尾藤てるさん（佐藤良二さんの実姉）と交流する

中で贈られた実生の荘川桜がある。散った後と、まだ蕾が混じっている。荘川桜の前で記念撮影し

てスタート。
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　５５キロで８時間半なので、のんびりしてはいられない。巡航速度７キロ近く必要だ。一人だったら

無理。みんな速い。ウインドブレーカーを脱いだりしていると、あっという間に離れてしまう。しばらく

K出さんがいっしょに走ってくれた。大きな川に出た。天竜川だ。橋を渡るところで女性陣グループと

いっしょになる。

　森の石松で有名な森町へ向かう。コンビニで飲み物買ったりトイレ行ったりの間にまたみんな見え

なくなり、K出さんと２人旅。いつもよりペースがずっと速いので距離感がわからず地図上の位置を

見失った。どこだろうと考えるが、道の形状と地図が一致しない。いつのまにか森町についていた。

警察署があり、ゆっくり地図を見て現在地発見。しまった来過ぎた。引きかえし、森町文化会館へ。

ここには萩田さんの知人が植えた実生の荘川桜がある。花は終わり、葉桜だった。

　車でスタートに来たあと、家に戻り、こんどは自転車で追いかけてきた萩田さんにしばらく案内し

てもらう。森から工事中の第２東名沿いを走り、掛川～新所原をつなぐ電車（戦争中、東海道線が

爆破されたとき使うため作られた路線だそうな）と並行する。１両編成の電車がちょうど走り去って

行った。次に渡る小さな川は土手が桜のトンネルだ。地面に積もる散り桜が風で舞い上がり、地吹

雪のよう。コースは車道を行くが、しばらく桜のトンネルの土手を走った。地道で柔らかく、脚にやさ

しい。
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　川とコースが離れてしまうので線路沿いのコースに復帰。萩田さんの練習コースで、車がこないし

周囲は広々と眺望がよく、気持ちの良い道だ。掛川市街地の入り口あたり、秋葉山遥拝所。ここか

ら東海道を行く。２年前東海道一人旅を走ったとき通ったが、逆コースだとイメージが違う。信号待

ちしている先行グループが見えたが、私たちも信号待ちとなり、その間にまた見えなくなった。

　十九首塚は住宅地の裏手にあったことは記憶しているが、入り口がわからない。地図を読んでい

るつもりだが、間違えていた。首塚を出て掛川城に向かう道がわからなくなってしまった。１本南に

入ってしまい、通行人に聞いて復帰。見覚えのあるところに出た。

　清水銀行は建物全体が昔の宿場風の作りになって、壁にはレリーフ。おもしろい。

　CPの「こだわりっぱ」の手前で、ブラインドのA藤さんと伴走者に会う。速いので時間に余裕があ

り、ゆっくりうどんを食べて店から出てきたところだ。CPには萩田さんほか皆さん揃っていた。煎茶

ソフト、みかん水など興味ある飲食物いろいろ。でもみなさん休憩がすんだところで早々に出発だ。
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掛川城下は道がわかりにくいのでついていったほうが良い。少し食べていくというK出さんと離れ、

萩田さん率いるグループに入る。大手門前で記念撮影。

　東海道は七曲に入る。複雑すぎるので、今日の正規コースでは省略してあるが、熟知している萩

田さんが案内してくれた。仲間の一人はこの近くで小学校時代を過ごしたとのことで、あれも、これ

も、同級生の家だと懐かしがっていた。その頃はこんな道なかった、と言う。江戸時代からの道だか

らあったんじゃない？でも案内板などの整備は近年だから、地元の人もわからなかったんだろう

な。

　橋を渡るところに、掛川一里塚、見覚えがある。しばらくは一国と旧街道が重なっている。

　右に旧道が分岐し、神社の下で合流。その先また同じ状態に右に分岐。旧道に入ってすぐ左側

に伊達方一里塚。もう一度国道に合流すると、前方に赤い歩道橋が見えてきた。あれは事任八

幡、日坂宿の入り口だ。日坂宿ではちょうど今日駕籠駅伝が行われお祭りだ。昨年は駕籠を見物

できたそうだが、今年は通ったあとだった。旅籠だった川坂屋、今日は中を覗くことができた。
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　本陣公園はお祭りでカラオケ大会などが行われ大賑わい。２０分待てば餅撒きもあるという。残

念、それまで待つ時間はない。出店でうどんを食べ、ビールを飲んで、小夜の中山へむかって急な

坂道を上る。

　丘陵の上に出ると、向こうの山に「茶」の文字が描かれている。（多分それも茶の木で）一昨年来

たときしまっていた扇谷は日曜なので開いていた。子育て飴１００円を、わりばしにつけてもらった。

水あめの一種だけど、固めでわりばしから落ちてしまわない。さし歯が抜けないように気をつけて食

べるように言われた。少量ずつ舐めたらとてもたべでがあり、金谷の街まで長持した。U野さんの家

族が車で来ていて、小学生の姪っ子さん２人が次の山のてっぺんまでいっしょに走った。

　急な坂を間の宿菊川まで下り、石畳を上って諏訪原城跡へ。下りの金谷坂石畳は桜が満開。日

坂～金谷間はアップダウンがきついのと、景色が良すぎる（見所満載）のでさっさと通り過ぎたら

もったいなく、時速４キロになる。

　金谷宿の街並みに、小さな鯉のぼりが飾られた川があった。大規模なのが多いがこういうのもか

わいい。
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　街を外れると、大井川にぶつかる。土手を左に行って１ｋｍもある長い橋を渡ると、桜満開の川越

遺跡だ。昔は橋がないから大井川を越えるのは天気次第。川の手前で何日も待たされることもあっ

た。待機する間の宿や茶屋跡が並ぶ。先行していたブラインドのA藤さん達はここでもゆっくり蕎麦

を食べていた。

　ここからゴールまで残り約６キロ。もう１５時過ぎている。すぐ出れば間に合うが、みなさん安心し

て大休止モードになった。私は心配だ。１５時１０分、残りは時速７キロ必要だ。一足先に出発。

ペースも意識して少し上げる。できれば通り道で郵貯を引き出したかったが、ここまでも、島田にも

開いている郵便局がない。かなり困ったがまあなんとかしよう。駅入り口を過ぎ、ルートイン島田２

の角を左折。釣耕苑まで一本道で残り約４キロだ。ギリギリで間に合う計算。

　本当にゴール直前、一般道から釣耕苑への入り口付近で、爆走をしてきたみんなが合流。小道を

登り、丘の上の荘川桜へ。
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　みんな揃って３分前の時間内ゴールだった。荘川桜は花が無かったので、並ぶ向きを変えて満開

の桜をバックにゴール写真。小高い丘の上から、釣耕苑全景が見おろせる。オーナーがりっぱな古

民家を買い取り移築して、地元のおばちゃんたちを雇い入れて手入れしているのだ。

　どんなお屋敷かな、とワクワクして門をくぐる。わ～、すごい、能舞台だ！あの舞台でいろいろなラ

イブが開かれるそうだ。

　母屋は立派な古民家。庭も建物も手入れが行き届いてきれいだ。母屋に入れば正面に能舞台が

見れるし、芝生の庭から舞台を見上げても良い。母屋の向かい側の建物は、壁に襖絵が描かれ、

中はギャラリーになっている。

　建物や庭の手入れをしているおばちゃんたちが、休日返上で手作りの漬物や煮物で見学者の接

待をしてくださる。オーナーと萩田さんはビールのみながら談笑していた。ずっと早くに着いた２人

は風呂をもらっていた。昨年は雨で寒かったので、みんなここで風呂を貰って暖まったそうだ。庭も

屋敷もオーナーの心意気も、萩田さんとの交流も全部素敵だ。
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　１６時４８分の「コミュニティーバス」で島田の街へ戻り、蓬莱の湯で汗を流して打ち上げ宴会と

なった。

　このあとの帰り道、郵貯引き出しそこなって財布は空っぽ、夜行まで静岡で５時間待ちというサバ

イバルも物好きにはおもしろく、旅を終えた。

　富士山往復はトランスエゾと重なるが、大井川、天竜、浜名湖などに参加したい。

　からっ風にふかれてぶーらぶらＴＯＰへ 　からっ風の丘からＨＯＭＥ 　　　旅がらすの乱ＲＵＮ
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